
インド 

2. 特徴 
• 地理・気候 

– 降水量は4兆m3/年 
– 水資源総量は1.95兆m3/年 
– 利用可能な量は1.15兆m3/年 

• 表流水： 0.7兆m3/年 
• 地下水： 0.4兆m3/年 

• 経済情勢 
– GDP：約1兆725億ドル  

• 水資源管理 
– 河川審議会法： 河川審議会の役割等を規定 
– 州際水紛争法： 州をまたがる河川の水紛争に対する取り決めを定める 
– 水質汚濁防止規制法： 水質及び排水基準を定める 
– 水利用料金法：水を大量に使用する産業や地方自治体から水の利用料を

徴収することが承認された 
• 流域管理 

– 州際河川・流域 
• インドの場合、複数の州に関わる河川管理の実践は、国際河川管理同様政

治的に難しい  
– 水資源省中央地下水審議会 

• インド流域アトラスをまとめている 
• 国内の6つの水源地域、それから細分された35の流域、そこから細分され

た112の集水域、さらに細分された500の下位集水域、またさらに細分され
た3237の小流域を網羅する 

– 水資源省科学技術省科学技術部 
• 開発戦略における手法や技術革新を促進させることを目的として、地理空

間情報インフラを整備している。その中で、それらを活用した小流域におけ
る水文分析プログラム（表流水・地下水）を行っている 

1. 概要 
• 国土： 328万7,263km2(パキスタン、中国との係争地を含む) 

– 森林面積は国土の23.39%を占めている   
• 人口： 10億2,702万人 
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3. 上下水道事業 
• 上水道 

– 都市開発省 
• 都市部の上下水、下水道については、中央公衆衛生環境技術

機関が中心となり主に都心部の下水道整備を実施している 
– 地方開発省 

• 地方の上下水問題を担当している 
– 環境森林省 

• 環境森林省管轄下の国家河川保全局は主要な河川・湖沼環
境保全を目的とした下水道整備を促進している。   

4. 水に関する行政機関 
• 国レベル： 水資源省 

– 水資源管理に関して、方針ガイドライン、開発プログラム、国内
水資源規制策定について責任を持つ 

– 3つの主な部署がある： 「中央水利委員会」「中央地下水審議会
」「国家水開発庁」 

• 州レベル： マハーラシュトラ州の例 
– 水保全局： 中央政府の流域管理プログラム等、水保全を担当 
– 水資源局： 多目的ダム、灌漑や運河、水力発電などの調査、計

画、設計、建設、維持管理 
– 水供給公衆衛生局： 上下水委員会と地下水委員会が設置 

5. 水質管理 
• 飲料水質基準 

– 環境森林省下部組織である中央汚染規制局が定めている  
• 排水水質 

– 一定の産業活動に使用される水への課税と徴収について定め
た法律として水質汚濁防止規制税法がある 

– 徴収された税は中央汚染規制局と州汚染規制局が水法に則
って水質汚染防止・規制活動を行っていくための原資となる 

6. 水資源管理に関する取組 
• 水資源開発 

– 河川開発構想として最も大きなものとして、ヒマラヤ地域、半島
地域における非常に大規模な河川開発計画がある  

• 治水対策 
– 現在国内に建設された堤防の全長は16800km、配水管は

32500ｋｍである。1040の町、4760の村は現在洪水対策がな
されている   

• 地下水管理 
– 地下水の過剰開発の問題が生じ、結果として各地で地下水低

下を引き起こしている為、政府による管理が行われている  

マハーラーシュトラ州政府 

水保全局 
（Water Conservation） 

・渇水傾向地域プログラム 
・村落建設プロ部ラム 
・統合流域開発プログラム 
・統合流域開発プログラム 
・天水区域国家流域開発 
・小規模灌漑 
・ソーシャルフォレストリー 

水資源局 
前身は灌漑局であり150年の
歴史を持つ。以下の分野につ
いての調査・計画・設計・建
設・維持管理を行う 
・多目的ダム 
・水路及び水路構造物 
・水力発電計画 
・揚水灌漑プログラム 

水供給公衆衛生局 

マハーラーシュトラ 
工学研究所 

・土質力学、建設材料学、
試験、高速道路、沿岸、リ
モートセンシングとGIS、地
震学、水圧試験、貯水池沈
殿についての調査研究 

上下水委員会 
・上下水道整備 
・州営上下水道整備 
・農村上水道整備（政府補助
金事業） 
・上下水道維持管理 
・州評議会への技術アドバイス 

地下水委員会 
・地下水調査、探査、モニタリ

ング 
・飲料水・灌漑・工業利用にお

ける管理と規制 

ヒマラヤ地域の河川開発計画  
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